
新規事業採択時評価結果（令和４年度新規事業化箇所） 

 

 

事業の概要 

事業名 
一般国道３号 

博多
は か た

バイパス（下臼井
し も う す い

～空港口
くうこうぐち

） 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

九州地方整備局 

起終点 福岡
ふくおか

県福岡
ふくおか

市東
ひがし

区二又瀬新町
ふたまたせしんまち

～福岡
ふくおか

県福岡
ふくおか

市博多
は か た

区榎田
えのきだ

 延長   １．６ｋｍ 

事業概要  

一般国道３号博多
は か た

バイパスは、福岡
ふくおか

市東
ひがし

区下原
しもばる

を起点とし、福岡
ふくおか

市東
ひがし

区二又
ふたまた

瀬
せ

に至る延長７．７kmの道路で

ある。 

このうち、評価対象区間は一般国道３号博
はか

多
た

バイパスの南側区間を含めた箇所に位置する延長約１．６ｋｍ

の道路である。 
事業の目的、必要性  

本道路は、主要交差点の立体化により、交通渋滞の改善、道路利用者の安全性向上を図るとともに、混雑緩
和による速達性・定時性の確保による物流拠点への物資輸送や第三次医療施設への救急搬送活動を支援するも
のである。 
全体事業費 約３６０億円 計画交通量 約６８，６００～８０，１００台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  
【福岡市長】 

新規事業採択時評価に係る「一般国道３号博多バイパス（下臼井～空港口）」事業の予算化について同意
いたします。 
一般国道３号博多バイパスは、福岡空港や博多港など広域的な交通・物流拠点が集積する本市東部地域に

おいて、交通の円滑化や物流の効率化に極めて重要な役割を担っております。 
平成３０年３月の博多バイパス全線開通により、周辺道路の交通渋滞は解消されたものの、交通の要衝で

ある下臼井交差点～空港口交差点間においては、現在、著しい交通渋滞が発生しており、市民の日常的な移
動や、物流、医療施設への救急搬送等に支障が生じております。さらに、今後、福岡空港の機能強化に伴う
交通需要の増加が見込まれ、より一層の渋滞悪化が懸念されます。 
これらの課題に対応し、定時性や速達性向上を実現するためには、博多バイパス立体化（下臼井～空港

口）の整備が急務であります。 
福岡市としても、周辺住民や地域団体の理解を醸成するための取組みや用地取得に最大限協力するととも

に、福岡高速３号線延伸事業との調整を図りながら、関係機関との協議や道路占用物件の円滑な移設等に積
極的に取り組んで参ります。 
つきましては、「一般国道３号博多バイパス（下臼井～空港口）」の令和４年度新規事業としての予算化

に特段の配慮をお願いします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化は妥当である。 

 
事業採択の前提条件  

・費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 
・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（令和３年９月）、都市計画決定手続き完了（令和４年２月） 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ １.３ 

総費用 ２５７億円 総便益 ３３６億円 基準年  

事業費：   ２５３億円 

維持管理費：   4.4億円 

走行時間短縮便益：  ２９１億円 

走行経費減少便益：   ３５億円 

交通事故減少便益：   １１億円 

令和３年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝１．２ (交通量    -10％) B/C＝１．５  (交通量    +10％) 

事業費変動 B/C＝１．２ (事業費変動   +10％) B/C＝１．５  (事業費変動   -10％) 

事業期間変動 B/C＝１．２ (事業期間変動 +20％) B/C＝１．４   (事業期間変動 -20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 
・対象区間が部分立体化されることで通過交通が転換し、混雑緩和が見込まれる。 
〔平均旅行速度：【現況】12km/h → 【整備後】39km/h（約27km/h向上）〕 

事故対策 ◎ 
・渋滞緩和により、対象区間の交通事故減少が見込まれる。 
〔死傷事故率：【現況】227件/億台キロ・年 → 【整備後】135件/億台キロ・年 
（約4割削減）〕 

歩行空間 － ・注目すべき影響はない 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎ 
・交通混雑が緩和されることで救急搬送時の速達性が向上。 
〔東消防署～済生会病院間の所要時間： 
【現況】40分 → 【整備後】35分（約5分短縮）〕 

地域経済 ◎ 

・対象区間が部分立体化されることで通過交通との機能分担が図られ、定時性・速
達性が向上。 
〔信号交差点を通過する数：【現況】7箇所 → 【整備後】0箇所〕 
〔千早駅～福岡空港間の所要時間： 
【現況】25分 → 【整備後】20分（約5分短縮）〕 

災 害 － ・注目すべき影響はない 

環 境 － ・注目すべき影響はない  

地域社会 － ・注目すべき影響はない 

事業実施環境 ○ 

・計画段階評価手続き完了（令和３年９月）、都市計画決定手続き完了（令和４年２
月） 

・福岡市長、福岡市道路利用者会議などから、博多バイパス（下臼井～空港口）の 
早期事業化の要望を受けている。 

 

採択の理由 

費用便益比が１．３と便益が費用を上回っており、また、計画段階評価及び都市計画決定の手続きを完了して

おり、事業採択の前提条件が確認できる。 

一般国道３号博多バイパス（下臼井～空港口）の立体化整備により、交通環境（渋滞）の改善、道路利用者の

安全性向上が図られ、物流や救急搬送時の定時性・速達性向上により、経済活動や住民生活を支援するなど、事

業の必要性・効果は高いものと判断される。 

以上により、本事業は令和４年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 

 

 

 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：長谷川 朋弘    

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

凡例

対象区間

至 

久
留
米
市 

至 

北
九
州
市


